
 

 

 

 

 

 

 

 

１０回にわたる授業検討を経て、いよいよ１０月３１日（金）に、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が行われます。それぞれの先生が、子どもたちの実態をよく捉え、考えに考えを重ねたことを、当

日は実践をしてくださいます。そしてその実践を通して、北海道（札幌）が大切にしてきた研究を全道

全国の皆さんに発信していくことができます。お忙しい日々をお過ごしかと思いますが、全国大会が

成功裏に終わることができるよう、参加したり、エールを送ったりしながら、みんなで盛り上げていき

ましょう。

【授業者から】 
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研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

・授業中の生徒の声を反映 ・打てる喜びが「～したい」につながる工夫  

研究の柱②  子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・ICT の有効活用 ・準備活動と主運動をリンク   

研究の柱③  子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・フィールド図の活用 ・役割意識  

 

 

 

 

 

啓明中 河合甫先生 

 

研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

・単元を通した基礎習得のための土台作り ・段階的な習得練習の設定  

研究の柱②  子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・振り返りシートや動画撮影などでの ICT 機器の活用 ・グループ編成の工夫         

研究の柱③  子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・単元を通した小グループでの交流活動 ・練習する技の選択 

   

 

 

 

 

 

真駒内中 大山綾花先生 

 

【一次公開 第２学年  武道「柔道」】 

 本単元では、技の習得練習を通して柔道の伝統的な文化を大切にす

る姿勢を育みたいと思っています。 

「精力善用・自他共栄」の精神を大切にしながら、仲間との交流活動を

多く設定し、お互いに高め合えるように工夫しています。 

また、技の出来栄えを高める活動を通して、柔道の楽しさを感じられる

授業を目指しています。 

 

 

【二次公開 第１学年 球技 「ソフトボール」】 

 ベースボール型の楽しさに浸ることを狙いとしています。そのため、

単元前半ではバッティングに重きを置き、単元序盤から簡易なゲーム

を繰り返し実施し、ルールの工夫等で守備や走塁の楽しさにも浸れる

よう工夫しました。また、他者を認め合う活動も積極的に取り入れ来年

もやりたいという思いを引き出す授業を目指します。 

 

 


